
第211け 東 京 都 退 職 校 長 会 会 報 令和3年 7月 16日

文京 |メ:湯 島4-12-3 ・鈴木共同ビル5F
話  03-5814-5615

日本退公連

電

〒113-0034東京都退職校長会

多 [1  文 夫

イ

`イ

r)'1

発行考

１
．
景
色
は
違
っ
て
も
原
点
は
同
じ

今
、
月
日
の
早
さ
に
驚

い
て
い
る
。
平

成
田
年
５
月
の
第
６３
回
定
期
総
会
で
会
長

に
推
挙
さ
れ
て
以
来
、
３
期
６
年
が
経
過

し
た
。
こ
の
度
、
肩
の
荷
を
す
べ
て
降
ろ

す
つ
も
り
で
会
長
職
を
固
辞
し
て
き
た
が

…
。
只
今
は
、
大
海
を
右
往
左
往
さ
ま
よ

う
小
舟
の
よ
う
な
心
境
だ
が
、
引
き
受
け

た
以
上
、
最
善
を
尽
く
し
た
い
。
思
い
起

／
　

こ
せ
ば
就
任
時
に
、
〈足
を
踏
ん
だ
者
は

ｐ可
　

踏
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
忘
れ
る
。
踏
ま
れ
た

０ａｌｋ
　

者
は
い
つ
ま
で
も
そ
の
こ
と
を
覚
え
て
い

ゎ
　

る
も
の
〉
と
訴
え
、
「
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

２
．
こ
れ
ま
で
の
成
果
か
ら
何
を
学
ぶ
か

こ
の
６
年
間
、
本
会
の
取
組
と
成
果
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ

っ
た
。
ま
ず
、
明

日
の
組
織
を
考
え
た
盤
石
な
会
則
が
改
正

さ
れ
た
。
現
職

の
校
長
の
仲
間
入
り
を

は

っ
き
り
さ
せ
、
将
来

へ
の
ス
ク
ラ
ム
が

組
め
た
。
都
と
の
委
託
事
業

「採
用
前
実

践
的
指
導
力
養
成
講
座
」
に
も
我
々
は
主

体
的
に
取
り
組
ん
だ
。
都
教
委
と
５
校
種

の
校
長
会
、
全
都
の
学
校
現
場
が
足
並
み

を
揃
え
、
国
際
都
市
東
京
の
「教
師
教
育
」

に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
都
と

一
体
と
な

っ

て
実
施
し
た

「人
材
バ
ン
ク
事
業
」
も
立

派
な
成
果
を
残
し
た
。
経
験
と
知
見
を
持

つ
多
く
の
仲
間
が
、
多
様
化
す
る
学
校
の

校
長
を
支
援
し
た
。

１０
年
に

一
度
の
関
ブ

ロ
東
京
大
会
で
は
、
組
織
の
企
画
力

・
団

結
力
を
発
揮
し
、
本
会
の
存
在
感
を
高
め

た
。
第
５
回
を
終
え
た
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
画
期
的
だ
。
こ
れ
ら
の
取
組
の
原
点
は
、

本
部
と
支
部
が

一
体
と
な

つ
た
結
束
力
と

実
行
力
に
あ

っ
た
。
未
だ
、
終
息
の
メ
ド

の
立
た
な

い
前
途
多
難
な

コ
ロ
ナ
禍
に

あ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
成
果
か
ら

我
々
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
、
そ
の
力
が
問

わ
れ
て
い
る
。

３
．
ビ
ル
ド
・パ
ッ
ク
・ベ
タ
ー
の
時
代
に

新
た
な
日
常
の
先
に
、
ど
ん
な
社
会
が

創
造
さ
れ
る
の
か
、
今
、
ア
フ
タ
ー

・
コ

ロ
ナ
が
話
題
で
あ
る
。
我
々
の
組
織
も
腹

を
据
え
て
新
た
な
時
代
に
立
ち
向
か
う
時

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
異
例
ず
く
め
の
世

の
中
、
確
か
な
こ
と
は

〈よ
り
よ
く
立
て

直
す
〉
―
ビ
ル
ド

・
バ
ッ
ク

・
ベ
タ
ー
の

時
代
―
を
想
定
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
さ

て
、
選
考
委
員
会
の
肝
い
り
で

〈人
心
の

一
新
〉
〈組
織
の
将
来
性
〉
〈人
材
の
若
返

り
〉
〈広
範
な
人
選
〉
を
考
え
た
バ
ラ
ン

ス
あ
る
本
部
体
制
が
実
現
し
た
。
こ
の
最

高
の
仲
間
と

一
緒
に
本
会
の
創
設
時
を
思

い
つ
つ
、
今
日
の
閉
塞
感
を
打
破
し
、
未
　
　
一

来
を
届
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
　
１

２
年
後
に
は
、
創
立
７０
周
年
記
念
式
典
を
　
　
一

迎
え
る
。
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人
権
感
覚
を
も

っ
て
仕
事
を
し
よ
う
」
と

誓

っ
た
。
ま
た

「社
長
な
ん
て
偉
く
も
な

ん
と
も
な
い
。
課
長
、
部
長
、
包
丁
、
盲

腸
と
同
じ
だ
。
要
す
る
に
命
令
系
統
を
示

す
記
号
に
過
ぎ
な
い
、
切
れ
味
の
鋭
い
上

司
も

い
る
が
メ
ン
ツ
に
こ
だ
わ

つ
て
ア
イ

デ
ィ
ア
を
葬
り
か
ね
な
い
盲
腸
並
み
も
い

る
。
現
実
の
社
会
で
起
こ
り
が
ち
な
弊
害

へ
の
日
配
り
が
常
に
必
要
だ
」
―
と
ホ
ン

ダ
の
創
業
者
本
田
宗

一
郎
氏
の
示
唆
に
富

ん
だ
言
葉
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

４
期
日
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
た
今
、
そ
の

思
い
は
珈
か
も
変
わ
ら
な
い
。

主な記事
Pl 巻頭li 会長挨拶
P2 総会中止報告、令和 2年度評議員会開催

令和 2年度活動報告要旨
P3 令和3年度事業計画要旨、会則改正の主な条文

第 11,1会員研修会中止のお知らせ

P4 令和 3年度 本部役員・事務局長一覧
コロナ禍の中の支部活動

P5 会員増強プロジェクト・チーム コラム

Iる 令和 3年 春の叙勲受章会員
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第
六
十
八
回
定
期
総
会
中
止

定
期
総
会
は
、
五
月
二
十
日

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
・

延
長
に
伴

い
中
止
に
な
り
ま
し

た
。

し

か

し
、

四
月

二
十

日

に
、
「
総
会

に
次
ぐ
審
議
機
関

で
あ
る
評
議
員
会
」
が
開
催
さ

れ
、
議
案
は
承
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
評
議
員
会

の
議

事
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

第
６８
回
定
期
総
会
中
止

に
伴
う
異
例
の
対
応

会
長
　
多
田
丈
夫

‥
占
、
性
（例
の
ご
挨
拶
を
中
し
Ｌ

げ
ま
す
　
令
和
元
年
１２
月
、
突
然
、

中
国
湖
北
省
を
発
祥
地
と
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
み
ま
し
た
。
こ
の
感
染

症
は
、
爆
発
的
流
行
と
な

つ
て
、
性

界
を
震
撼
さ
せ
て

い
ま
す
　
２
年

経

つ
た
今
も
、　
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
と
の

戦

い
に
同
を
挙
げ
て
感
染
の
拡
大
防

―１１
に
懸
命
で
す

．
現
在
の
世
界
の
感

染
者
は
１
億
７
千
万
人

（“

・
６

・

２
現
在
）
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
こ

ま
で
、
国
の
度
重
な
る
緊
急
事
態
宣

言
の
発
出
に
よ
り
、
本
会
が
予
定
し

て
い
た
す
べ
て
の
行
事
は
、
延
期
ま

た
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
さ
て
、
５
月
２０
日
の
第
６８
回

定
期
総
会
の
開
催
も
、
感
染
急
拡
大

に
終
息

の
メ
ド
も
立
た
ず
、
早

々

に
中
止
し
ま
し
た
。
対
応
策
と
し

て
、
会
場
を

〈都
立
多
摩
図
書
館
〉

に
変
更
し
、
４
月
２０
日
に

一
年
半
ぶ

り
の

〈対
面
に
よ
る
支
部
長
会

（出

席
率

７５
・
６
％
）
と
評
議
員
会

（出

席
率
６５
・８
％
）
〉
を
開
催
し
ま
し
た
。

特
に
、
会
則
第
１３
条
で

「
総
会
に
次

ぐ
審
議
機
関
」
で
あ
る
評
議
員
会
で

は
、
総
会
に
提
案
す
る
す
べ
て
の
議

事
を
審
議
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
、

本
部
は
６
月
１
日
よ
り
業
務
を
開
始

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
尚
、
支

部
長
会

・
評
議
員
会
で
の
議
事
録
は
、

Ｈ
Ｐ
の
本
部

ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
ま

し
た
。
再
び
、
多
く
の
来
賓
を
お
迎

え
し
、
懇
親
会
を
含
め
た
楽
し
い
総

会
の
開
催
と
会
員
の
皆
様
の
前
途
安

寧
を
祈
り
、
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
度
評
議
員
会

を
開
催

総
務
部
長
　
鈴
木

一
徳

四
月

．十
日
、
東
京
都
立
多
摩
図

書
館
に
お
い
て
令
和
二
年
度
評
議
員

会
を
開
催
し
た
こ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
人
口
で
検
温
、

消
赤
を
し
、
１
人
掛
け
の
机
に
　
人

で
昨

っ
て
い
た
だ
い
た

．
冒
頭
に
、

多
田
丈
夫
会
長
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の

ド
で
の
本
部
活
動
の
に
夫
、
努
力
の

報
告
と
え
部
、
会
員
の
協
力
に
つ
い

て
お
礼
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た

次
に
、
議
長
に
神
奈
川
県
支
部
長

の
安
藤
正
明
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
事

に
入

っ
た
．
ま
ず
、
令
和
二
年
度
活

動
報
告
、
決
算
報
告

・
監
査
報
告
が

提
案
さ
れ
た
　
／、口
和
ｉ
年
度
新
役
員

に
つ
い
て
は
、
役
員
候
補
者
選
考
委

員
長
の
足
↓
支
部
長
　
伊
藤
誠

一
氏

よ
り
候
補
者

（案
）
が
提
案
さ
れ
た
．

続

い
て
令
和
三
年
度
事
業
計
画

（案
一、
予
算

（案
一
が
提
案
さ
れ
た

次
に
、
会
則
・規
程

一
部
改
正

一案
一

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
提
案
さ
れ
た
¨

ど
の
案
に
対
し
て
も
、
特
に
質
問
や

意
見
は
な
く
、
拍
手
で
水
認
さ
れ
た

令
和
三
年
度
活
動
報
告

要
旨

一　

活
動
方
針

校
長
退
職
者
全
員
加
入
の
日
標
、

財
政
難
に
伴
う
支
出
見
直
し
、
現
職

園
長

・
校
長
会
と
の
連
携
等
に
努
め

た
。

二
　
各
部

・
委
員
会
の
活
動
報
告

ｍ

【総
務
部
】

（０
庶
務
担
当
部
は
、

会
務
の
円
滑
な
運
営
、
各
部

・
各
組

織
間
及
び
書
面
評
議
員
会
の
連
絡
調

整
等
に
努
め
た
。
②
会
計
担
当
部
は
、

予
算
内
の
執
行
厳
守
に
努
め
た
。
　
　
　
一

②

【企
画
調
整
部
】
人
材
バ
ン
ク
事

　

「

業
概
要
の
冊
子
を
作
成
。
都
教
委
懇

談
会
要
請
書
を
提
出
、
五
団
体
教
育

懇
談
会
は
、
依
頼
原
稿
を
会
報
掲
載
。

０

【広
報
部
】

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
会
報
発
行
が
年
二
回
に
留
ま
っ

た
が
、
Ｈ
Ｐ
の
充
実
を
図
る
等
、
支

部

・
会
員
と
の
絆
の
維
持
に
努
め
た
。

ｍ

【福
利
厚
生
部
】
叙
勲

。
長
寿
者
、

物
故
者
等
の
情
報
収
集
及
び
、
会
員

の
慶
弔
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
た
。

ｕ

【生
涯
学
習
部
】

コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
会
員
研
修
会
は
中
止
と
し
た

が
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

Go Straight Ahead― ひたすら一本道を走る―
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０

【業
務
推
進
本
部
】
「作
業
部
会
」

は
、
会
則
や
規
程
の

一
部
改
正
等
の

整
備
を
し
た
。

ｎ

【委
員
会
関
係
】
「
会
員
増
強
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
チ
ー
ム
」
は
、
会
員

増
強
に
あ
た
り
諸
条
件
も
整
備
し
た
。

国

【教
育
関
係
機
関

・
団
体
と
の
連

携
】

東
京
都
教
育
委
員
会
及
び
五

団
体
と
の
教
育
懇
談
会
は
対
面
を
避

け
、
書
面
に
よ
り
行

っ
た
。

令
和
三
年
度
事
業
計
画

要
旨

一　

活
動
方
針

会
員
増
強
の
成
果
を
上
げ
、
財
政

再
建
の
た
め
内
部
改
革
を
行
い
、
現

職
園
長

・
校
長
会
と
の
連
携
等
を
図

る
。

二
　
各
部

・
委
員
会
の
事
業
計
画

田

【総
務
部
】

業
務
全
体
の
円
滑

な
運
営
管
理
、
各
組
織
間
の
連
絡
調

整
を
担
う
。
会
員
名
簿
の
改
定
作
業

と
本
会
七
十
周
年
の
準
備
を
進
め
る
。

②

【会
計
部
】

予
算
編
成
と
計
画

的
な
執
行
及
び
支
出
抑
制
に
努
め
る
。

●

【広
報
部
】

会
報
の
編
集

・
発

行
の
任
を
担
い
、
年
四
回
発
行
し
て
、

支
部
及
び
会
員
と
の
情
報
共
有
、
本

部

・
支
部
と
の
絆
を
強
め
る
。

０

【福
利
厚
生
部
】

叙
勲
・長
寿
者
、

物
故
者
の
把
握

・
整
理
、
新
年
懇
親

会
等
の
企
画

・
運
営
に
あ
た
る
。

⑤

【生
涯
学
習
部
】

年
二
国
会
員

研
修
会
を
実
施
す
る
と
共
に
ク
ラ
ブ

委
員
長
会
の
運
営

・
活
性
化
を
図
る
。

③

【情
報
推
進
部
】
（新
設
）

業
務

及
び
会
議
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
Ｈ

Ｐ
で
の
情
報
提
供
、
七
十
周
年
記
念

行
事
、
記
念
誌
の
企
画
運
営
に
あ
た

る
。

０

【特
別
委
員
会
】

次
の
委
員
会

を
設
け
る
。
七
十
周
年
式
典

・
記
念

誌
、
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

・
チ

ー
ム
、
組
織
の
あ
り
方
検
討
、
会
員

名
簿
作
成
、
教
育
課
題
検
討
、
情
報

推
進
検
討
、
役
員
候
補
者
選
考
等
の

委
員
会
を
設
け
る
。

閣

【教
育
関
係
機
関

・
団
体
と
の
連

携
】

東
京
都
教
育
委
員
会
及
び
五

団
体
と
の
懇
談
会
の
開
催
、
全
国
連

合
退
職
校
長
会
、
関
東
甲
信
越
地
区

退
職
校
長
会
と
の
連
携
等
に
当
た
る
。

（詳
細
は
各
支
部
で
お
持
ち
の
資
料

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

（６
月
１７
日
に
予
定
の
理
事
総
会
は

８
月
３０
日
に
延
期
）

未
曾
有
を
行
く

―
会
則
改
正
の
主
な
条
文
―

副
会
長
　
桐
谷
澄
男

会
則

．
部
改
正
案
は
、
評
議
員
会

や
支
部
長
会
で
、
お
陰
様
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
ｃ

点
日
の
改
正
点
は
、
「
評
議
員

会
か
ら
支
部
長
会

へ
の
権
限
移
譲
」

で
す
．
従
来
は
、
一
評
議
員
会
は
、

総
会

に
次
ぐ
審
議
機

関
」
（
現
第

―

．
条
）
で
し
た
が
、
評
議
員
会
の

発
展
的
解
消
を
受
け
て
、
一
支
部
長

会
は
、
総
会

に
次
ぐ
審
議
機
関
」

（新
第
Ｆ
一
条
）
と
な
り
ま
す
，
権

限
が
全
面
的
に
支
部
長
会
に
移
譲
さ

れ
、
評
議
員
会
は
廃

―１１
に
な
り
ま
す
．

点^
Ｈ
は
、
会
員
の
新
呼
称
で
あ

り
ま
す
が
、
新
呼
称
は
、
一
正
会
貝
」

「特
別
会
員
」
「
奨
励
会
員
」
で
す
。

会
則
に
は
、
第
六
条
第
二
項

「会

員
は
本
部
及
び
支
部
の
年
会
費
を
納

入
し
、
所
目
支
部
で
は
正
会
員
と
し

て
活
動
に
参
加
す
る

」
第
１
項
は

‐正
会
員
は
、
所
属
支
部
の
他
に
、

特
別
会
員
及
び
奨
励
会
員
と
し
て
他

の
文
部
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
．
な
お
、
正
会
員
、
特
別
会

員
、
奨
励
会
員
に
つ
い
て
は
、
支
部

運
営
規
則
で
、
別
に
定
め
る
。
」

こ
こ
で
、
支
部
運
営
規
則
を
み
る

と
、
第
二
章
第
四
条

「会
員
と
は
本

部
及
び
所
属
支
部
に
会
費
を
納
入
し

た
者
を
い
う
。
年
会
費
を
納
入
し
た

者
は
、
支
部
で
正
会
員
と
な
る
。
」

第
二
項

「正
会
員
は
、
特
別
会
員
、

奨
励
会
員
と
し
て
他
支
部
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

各
支
部
に
お
い
て
は
、
他
支
部
の
会

員
を
特
別
会
員
、
奨
励
会
員
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
」
な
お
、
以
下
は

会
報
二

一
〇
号
六
貞
を
ご
覧
願

い
ま

す
。会

員
研
修
会
中
止
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
部
長
　
齊
藤
　
徳
蔵

総
会
中
止
に
伴
い
、
第

一
回

会
員
研
修
会
も
中
止
い
た
し
ま

す
。
昨
年
も
実
施
で
き
な
か

っ

た
の
で
、
「
今
年
こ
そ
は
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
残
念
で
す
。

今
後
も
充
実
し
た
会
員
研
修
会

実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

3-
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コ

ロ

ナ

禍

の

中

の

支

部

活

動

令 和 3年 度  本 部 役 員 。事 務 局 長

多田 丈夫 (八王子 )

会務の統括・代表

桐谷 澄男 (千葉南 )

総務部担当

小久保正己 (埼玉県 )

会計部担当

角田美枝子 (品川 )

広報部担当

藤崎 武利 (千葉南 )

生涯学習部担当 事務局長 岩谷 榮子 (千代田・中央 )

監 事 前田

佐治

落合

烈 (千葉中)

恒孝 (神 奈川県 )

勇 (埼 玉県)

〈
バ 高橋 利夫 (江東 )

福利厚生部担当

福島 良樹  (八王子 )

情報推進部担当

副会」(

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
支
部
活
動

文
京
支
部
長
　
小
林
　
博

四
月
に
は
、
役
員
会
に
て
、
令
和

三
年
度
の
活
動
計
画
を
確
定
し
、
実

施
に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

五
月
の
総
会
と
懇
親
会
は
、
残
念

な
が
ら
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
中

止
に
し
ま
し
た
。
議
案
書
に
あ
た
る

「令
和
二
年
度
の
総
括
と
令
和
三
年

度
の
活
動
計
画
」
を
支
部
会
員
に
送

付
し
、
Ｆ
承
を
得
る
形
式
で
す
。

六
月
に
は
、
区
内
の
見
学
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
旧
岩
崎
邸
庭
園

と
同
立
近
現
代
建
築
資
料
館
を
見
学

す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

十

一
月
に
は
、
支
部
だ
よ
り

「
ぶ

ん
き
ょ
う
」
を
発
行
し
ま
す
ｃ
支
部

の
現
況
等
の
情
報
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
会
員
か
ら
近
況
を
執
筆
し
て

い
た
だ
き
、
紙
上
に
お
い
て
相
互
の

交
流
を
図
る
よ
う
に
し
ま
す
。

役
員
会
を
年
間
七
回
開
催
し
ま
す

が
、
四
人
の
役
員
が
辞
退
し
減
員
が

大
き
な
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

連
日
コ
ロ
ナ
禍
に
関
わ
る
情
報
が

伝
わ
り
世
界
各
地
の
悲
惨
な
状
況
も

発
信
さ
れ
心
が
痛
む
。

本
支
部
で
は
二
年
前
、
新
た
な
発

想
で
魅
力
あ
る
活
動
を
と
の
提
案
を

受
け
英
知
を
結
集
さ
せ
る
。
そ
の
中

に
歌
声
喫
茶
と

い
う
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
が
あ
り
、
教
育
に
関
わ
る
研
修

の

み
で
な
く
懐
か
し
く
元
気
の
出
る
歌

声
で
心
を
合
わ
せ
楽
し
む
活
動
も
加

え
よ
う
と
の
案
が
喝
来
を
あ
び
る
。

会
場
は
ど

こ
に
？
飲
食
は
ど

の
程

度
？
…
。
心
は
ず
む
相
談
の
さ
な
か

コ
ロ
ナ
蔓
延
と
い
う
残
念
な
事
態
が

発
生
、
三
年
日
を
迎
え
る
。

コ
ロ
ナ
終
息
後
は
、
足
腰
を
鍛
え

る
活
動
、
そ
し
て
宇
宙
飛
行
士
を
友

人
に
持

つ
会
員
を
通
じ
、
時
間
が
か

か
ろ
う
と
も
是
非
そ
の
方
を
お
招
き

し
、
輝
か
し
い
ま
だ
見
ぬ
体
験
を
聞

か
せ
て
頂
き
た
い
と
願
う
。

閉
塞
感
た
だ
よ
う
今
こ
そ
会
員
と

共
に
コ
ロ
ナ
の
向
こ
う
に
明
る
い
未

来
が
あ
る
と
信
じ
歩
み
を
続
け
る
。

○
支
部
総
会
は
、
役
員
会
を
こ
れ
に

代
わ
る
も
の
と
し
、
二
十
八
年
続
く

「区
長
、
教
育
長
を
開
む
教
育
懇
談

会
」
や
趣
味
作
品
展
、
新
発
見
散
歩

等
の
行
事
は
中
止
し
ま
し
た
。

○
本
部

へ
の
諸
報
告
、
都

・
支
部
の

会
報
受
取
と
配
布
、
集
金
等
の
担
当

者
は
役
割
遂
行
の
過
程
で
得
た
情
報

は
、
内
容
に
よ

っ
て
支
部
長

・
役
員

に
伝
え
て
対
応
し
ま
し
た
。

○

「中
野
支
部
会
報
４４
号
」
は
、
令

和
四
年
度
の
四
十
周
年
を
見
据
え
て

支
部
の
歴
史

・
現
状
、
会
員
の
近
況
、

趣
味
、
研
究
の
紹
介
、
さ
ら
に
、
中

野
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の

「
緊
急

事
態
下
に
お
け
る
幼
稚
園

・
小
中
学

校
の
対
応
に
つ
い
て
」
も
掲
載
。

○

「最
近
の
本
部
業
務
に
つ
い
て
』

は
、
そ
の
都
度

コ
ピ
ー
し
て
役
員
に

配
り
、
支
部
活
動
に
活
か
し
ま
し
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
公
私
共
に
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
野
支

部
は
、
し
な
や
か
な
心
で
交
流
し
合

い
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

4

輝
く
未
来
を
求
め
て

世
田
谷
支
部
長
　
鮎
川
　
澄
子

し
な
や
か
な
心
で

中
野
区
前
支
部
長

緒
方
　
良
子
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最
大
の
課
題
は
、
支
部
の
存
続
で

あ
る
。
都
退
職
校
長
会
が
大
き
く
方

向
転
換
し
た
会
則
改
定
の
荒
波
に
飲

み
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

当
支
部
の
会
員
の
居
住
地
は
、
広

く
房
総
半
島
の
あ
ち
こ
ち
に
点
在
し

て
い
る
。
従

っ
て
、
対
面
し
て
話
し

合
う
に
し
て
も
、
多
く
の
時
間
と
多

額
の
交
通
経
費
を
要
す
る
こ
と
に
な

り
、
総
じ
て
今
日
直
面
し
て
い
る
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
書
面
審
査
や
新
し
い

働
き
方

・
生
き
方
な
ど
と
い
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
現
実
世
界
の
先
駆
け

に
近
い
も
の
を
、
支
部
会
員
は
経
験

し
て
き
て
い
る
。

従

っ
て
、
こ
こ
で
今
後
の
新
天
地

を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
次
の
三
点
し

か
な
い
と
考
え
る
。

○
校
長
と
い
う
職
責
と
そ
こ
で
得
た

様
々
な
財
産
の
自
負
と
活
用

○
入
会
し
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
人

間
関
係
の
発
酵
と
事
業
展
開

○
居
住
地
の
地
域
文
化

・
教
育
の
充

実
発
展

へ
の
寄
与

<本会のメリットとは !>                   (6回 シリーズの第 3回 )

会員増強プロジェクト・チーム
教育 (今日行く)と教養 (今日用)～ 目的をもつて暮らそう～

少子高齢化時代、高齢者への椰楡なのか励ましなのか、新聞・テレビ等の報道記事の中にひと
とき「あなたは『今日行く (教育)所がありますか。』」などと流行語となったことがある。当時
はムッとしたこともあったが、再任用も終わり家で過ごす時間が多くなると、恥ずかしながらあ
の言葉が身に刺さる。

時宜を得て友人からの誘いもあって本会に入会し、囲碁や散策会に参加させて頂き外出するきっ
かけとなっている。妻から「今日はどちらへ。今日は何の会ですか。」と問われると明確に、「行
先と用件、夕食の有無」を答えることができる。ありがたい。生活に勇気と自信が湧いてきた。

(平成23年入会 E・ A氏 )
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新
天
地
を
求
め
て
…

千
葉
南
部
支
部
長
　
渡
辺
　
弘

昭和51年 4月 に東京都退職校長会の会員の皆様の福利厚生の一環として団体契約を
頂戴しております。会員ご本人様はもとより、ご家族、ご親戚の方々もご利用いただけます。

家族葬から音楽葬など、あらゆるご葬儀を承っております。
年中無休。24時間体制、どのようなことでもご相談ください。

ご葬 儀
寝台自動車、火葬場

式場、供花・枕花の

お手配

事前相談
どんな に些 細 と

思われることでも

お気軽に

ご法 事、

事イ義薇の

お手′売き

東京都民互助会

フリーダイヤル画面0120‐849544をご利用ください。

蓼漂整
3粗

東京都民互助会
〒167‐0042東京都杉並区西荻北5-卜8 TEL.03-3396-7231 FAX.03-3395-8874

Э

東 京 都 退 職 校 長 会 会 員 の皆 様 ヘ

隔:藤刊
Lロロロロ」bS

ht tp : //r{ww.tomin-so jyo.co. jp
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栄えのご受章お祝い申し上げます。 (敬称略 )

(千葉南部 )

(千葉中部 )

(千葉中部 )

(千葉西部 )

奥脇弘久 (神奈川県)

金井二三男 (神 奈川県)

藤原節子 (神奈川県)

松本三郎 (神奈川県)

(福利厚生部長 守屋龍男 )

瑞宝小綬章

小久保正己

瑞宝双光章

鹿海 治

|‖ 中幸伸

1名 )

埼玉県 )

11名 )

黒 )

馬 )

難波明治

藤井 治

古川邦正

藤井 清

宮林 徹

(豊 島)

(板 橋)

(八王子)

(八王子)

(Ll 南)

(練 馬)

(練 馬 )

(江戸川)

(北多摩中)

(西多摩 )

中村公哉

鶴巻 武

福島敏郎

板井啓修

松田孝史

沼田 ,告

君塚 齊

小崎 晋

三神光麿

齋藤二郎

(練
(福利厚生部長 守屋龍男)

栄えのご受章お祝い申し上げます。 (敬称略 )

(令和 3年 1月 2811以降 令和 3年 5月 25日 まで本部に届けがあった方々)

令和 3年

山|‖英子

|!「木愛子

人III 泰

酒井晴永

古川耕一

(調 布)

(北多摩西)

(西多摩)

(千葉西)

(千葉西)

(埼玉県)

瑞宝双光章 (18名 )

令和元年

黒川和夫 (八―[子)

令和 2年

蓮沼孝雄 (八王子)

長谷川義次 (八王子)

今
年
度
よ
り
東
京
都
退
職
校
長
会

で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
田
無
市
で
教
職
を
ス
タ
ー
ト

し
、
大
田
区
、
港
区
、
渋
谷
区
、
荒

川
区
、
港
区
と
五
回
の
地
域
異
動
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
昨
年
度
三

月
に
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
退
職
す

る
ま
で
に
合
わ
せ
て
千
人
以
上
の
先

生
、
保
護
者
、
子
供
た
ち
、
そ
し
て

地
域
の
方
々
と
ご

一
緒
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
教
職
を
全
う
で
き
た
こ
と

に
は
感
謝
の

一
言
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

退
職
す
る
ま
で
の
約
二
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
教
育
活
動
、
学

校
行
事
が
中
止
、
規
模
縮
小
と
な
り

大
変
悔
し
い
、
辛

い
二
年
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
の
気
持
ち

を
バ
ネ
に
し
て
、
再
任
用
校
長
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
、
子
供
や
保
護
者
の
実
顔
を

取
り
戻
す
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子
供
の
頃
は
病
弱
で
、
結
婚
や
就

職
等
夢
だ

つ
た
私
が
、
子
育
て
し

つ

つ
定
年
ま
で
教
職
を
務
め
ら
れ
た
こ

と
を
幸
せ
に
思

い
ま
す
。
学
校
が

あ

つ
た
か
ら
こ
そ
多
く
の
出
会

い
が

あ
り
、
勉
強
の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し

た

ｃ人
生
の
中
に
い
く

つ
も
の
初
心
が

あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
日
本
語
学

級

・
中
学
校
講
師
に
始
ま
り
、
小
学

校
に
採
用
さ
れ
学
級
担
任
を
重
ね
た

後
、
副
校
長
や
校
長
兼
幼
稚
園
長
を

経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
時
々
夢
中
に

な
り
全
力
で
頑
張

っ
た
仕
事
も
、
振

り
返
れ
ば
未
熟
さ
に
気
付
く
ば
か
り
。

現
在
、
教
育
研
究
専
門
員
と
し
て

若
手
教
員
育
成
に
関
わ
り
三
年
目
で

す
。
子
供
た
ち
の
目
が
輝
く
授
業
づ

く
り
を
目
指
し
、
共
に
課
題
解
決
す

る
時
間
を
大
切
に
、
新
し
い
こ
と
に

関
心
を
も
ち
、
自
分
磨
き
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

管
理
職
と
し
て
十
四
年
お
世
話
に

な

っ
た
渋
谷
区
に
ご
恩
返
し
す
べ
く
、

今
後
と
も
ご
指
導

い
た
だ
け
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

6

高齢者叙勲受章会員

新

入

会

員

の

声

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

港
支
部
　
山
村
　
登
洋

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

渋
谷
支
部
　
長
田
　
】具
理
子

令和 3年 春の叙勲受章会員
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入
会
の
こ
挨
拶

西
多
摩
支
部
　
山
本
　
豊
彦

令
和
三
年
三
月
を
も

っ
て
、
三
十

七
年
間
の
教
員
生
活
に
区
切
り
を

つ

け
校
長
職
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

定
年
退
職
に
際
し
て
、
東
京
都
退
職

校
長
会
西
多
摩
支
部
の
御
恩
あ
る
先

輩
校
長
先
生
よ
り
お
誘

い
を
受
け
、

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東

京
都
退
職
校
長
会
の
皆
様
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
に
羽
村
町
で
教
員

生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
そ
の
後
、

昭
島
市
、
福
生
市
の
計
三
地
区
六
校

で
、
多
く
の
先
生
方
や
保
護
者
、
地

域
の
皆
様
か
ら
ご
指
導

い
た
だ
き
、

充
実
し
た
教
員
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

定
年
退
職
後
は
、
福
生
市
不
登
校

特
例
校
分
教
室
で
不
登
校
生
徒
の
指

導
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。
不
登
校
生

徒
を
対
象
に
課
題
配
信
や
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
最
大

限
に
活
用
し
た
授
業
実
践
を
行

い
、

試
行
錯
誤
の
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

昭
和
五
卜
二
年
四
月
、
人
王
子
六

中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
教
員
生
活
を
平

年
退
職
、
そ
の
後
、
八
王
子
の
教
育

セ
ン
タ
ー
に
五
年
、
私
立
高
校
の
理

科
教
師
を

一
年
、
令
和
二
年
三
月
で

勤
め
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
そ

の
間
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先

輩
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

教
育
と
の
関
わ
り
が
少
な
く
な

っ

て
き
ま
し
た
。
夏
に
数
日
、
教
員
採

用
試
験
受
験
者
の
面
接
練
習
の
お
手

伝

い
は
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
辞
め
時
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

生
活
が
自
宅
中
心
と
な

っ
た
こ
と

に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
も
加
わ
り
人
と

の
関
わ
り
が
少
な
く
な

っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
入
会
の
お
誘

い
を
受
け
ま
し

た
の
は
ご
縁
と
思

い
大
会
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ナ,1't:

年

月

国
アヽ

中
で

疋

/,ヽ ん保険

医療保険

保有契約件数
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保障が充実。
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アフラックの医療保険。

元年版 インシュアランス生命保険統計号

"4世
帯に1世幕がアフラツクの保険に

"入(群 錮はホームベーシをご確認ください )

ライフステージの変化に合わせて、

その時々で必要な保障を変えられるため、
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三井住友トラスト・ライフパートナース株式会社

こ
挨
拶神

奈
川
支
部
　
安
西
　
則
雄

EVER

EVER

日固0120‐357-212  口図03‐ 3233‐ 6754

商 品の詳細 |`『 バンフレット」喫 約概要」などをご確認ください.
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.  アフラック
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〒101-0054東 京都千代日区神田銅町 3‐ 11‐ 1
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物

故

者

だ
ん
で
ご
雄
書
を
悴
み

ざ
冥
格
を
お
竹
う
や
ｔ
上
げ
ま
す

氏
　
名

前
田
　
　
穂

中
村
　
賢
治

星
川
　
光
男

長
谷
川
治
男

北
島
　
貞

一

佐
藤
　
秀
男

豊
岡
　
　
是

岩
澤
　
邦
明

日
高
　
　
朴

山
縣
　
良
明

千
葉
　
和
子

岸
野
　
一
雄

滝
澤
　
　
順

年

月

II

平
３１

令
２

令
２

令
２

令
２

令
２

令
２

令
２

令
２

令
２

令
３

令
３

令
３

29    26    25    28    27    22     16     10    25    23    20     2     15

支
部
名

埼
玉
県

地
　
方

新
　
宿

埼
玉
県

神
奈
川
県

葛
　
飾

Ｈ
　
南

神
奈
川
県

葛
　
飾

神
奈
川
県

新
　
宿

杉
　
並

北
多
摩
北

汁
向
　

”

中

　

９１

高

　
８７

　

９４

小
　
９３

高

め

小

８６

小

８５

幼

％

小

９２

高

関

2    110

高  校種

82  年齢

1(Ю  名簿頁

小

95

"

光
蔵

3

4

1

枚

橋

中

9,

29

中

84

10859    21     2    107   39    1()7   52

大
田
　
雅
美

藤
田
喜
代
子

鈴
木
　
邦
男

北
野
扶
美
子

大
石
　
良
樹

大
野
　
勝
弘

斎
藤
　
　
孝

山
本
　
清
治

渕
脇

鈴
木

福
田

船
引

塚
越

秋
田

西
山

令
３
ｉ

蒟

令
３
ｉ

読

令
３
・２
・２

令
３
・２
・８

令
３
・２
ｉ

令
３
・２
・１８

令
３
・３
・１０

令
３
・３
・１５

千
葉
南

世
田
谷

北
多
摩
西

神
奈
川
県

埼
玉
県

北
多
庫
西
部

千
葉
西

小

∞
　
８５

小

９５

古
川

石
井
　
賢
司

令
３
１
ル

ロ
　
南

小

∞

小
林
ふ
み
子

令
３
４

１ｂ

江
戸
川

小

％

和
夫
　
令
３
う

ル

千
葉
北
　
中

８３
　
９２

英
男
　
令
３
・３
カ

千
葉
西
　
中

∞
　
部

保
　
令
３
・４
ム

西
多
摩

〓
男

令
３
４

カ

　

北

正
昭

令
，

５
ｉ

大

田

仁

令
３
３
・２

世
田
谷

勝

令
3

5

10

町

円

4ヽ

1∞

∞

中

95

―今

小
　
田
　
‐０‐

小

郎

′―、「　
　
だ̈

中

”

小

92

89

小

91

72

嗜:

92

96

′
l

,)

13     13    24    41     53 Ｉ

∞

(令 和 3年 5月 25日 現在)

布i

不ll

サ〕I
′
li

占|`

長

守
耀
　
龍
男
一

初
夏
三
題

籠
り
居
に
庭
眩
し
け
り
新
茶
汲
む

草
々
の
色
濃
く
な
り
て
風
薫
る

遺
水
に
晰
賜
の
走
る
鉢
の
蔭

世
田
谷
支
部
　
小
林
由
衛

颯
颯
魏
椰
蜻
魏

私
達
の
会
報
に

「
コ
ロ
ナ
」
が
登

場
し
た

の
は
、
多

田
会
長

の
巻
頭

言
の
文
中

「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
」
。

第
２０８
号
令
和
２
年
４
月
６
日
の
発
行

で
し
た
。

今
回
は
第

２１‐
号
令
和
３
年
７
月
１６

日
発
行
で
す
か
ら
、
１
年
を
過
ぎ
た

の
で
す
。
陸
上
競
技
で
言
え
ば
１
周

を
過
ぎ
、
２
周
目
に
入

っ
て
い
ま
す
。

陸
上
な
ら
長
距
離
で
あ

っ
て
も
ゴ
ー

ル
が
決
ま
り
、
「
あ
と
何
周
」
と
意

識
し
て
ゴ
ー
ル
に
向
か
え
ま
す
。
明

確
な
ゴ
ー
ル
不
明
の

「
コ
ロ
ナ
」
の

辛
さ
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
困
難
に
な

っ

た
現
在
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
小
学
校
の

運
動
会
は
、
そ
の
学
年
の
保
護
者

の

み
参
観
可
に
し
た
り
、
参
観
日
を
児

童
と
保
護
者
に
分
け
て
二
日
間
で
実

施
し
た
り
工
夫
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
ｃポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
学
校
、
本
部
、

各
支
部
。
発
想
の
転
換
、
改
革

へ
の

工
夫
。
私
達
の
日
常
も
、
否
応
な
く

変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

つ
て
い
ま

す
。
　

　

　

　

　

　

（榎
本
　
勉
）

ヽ
＝鑓

○
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ロ
に
見
え
ず

日
々
の
暮
ら
し
に
章
さ
嘉
ら
せ

○
師
友
あ
り
て
生
き
る
智
恵
を
授
か

っ
て

日
々
決
心
　
日
々
新
た
に

○
自
ら
が
志
し
た
る
こ
の
道
に

明
日
に
悔

い
を
残
さ
ぬ
よ
う
に

千
葉
南
部
支
部
　
大
久
保
明
夫

○
打
ち
叩
く
騒
雨
激
し
く
雨
の
音

傘
に
運
び
て
子
ら
帰
り
行
く

○
百
足
虫
に
も
長
靴
は
か
せ
雨
溜
り

子
ら
と

一
緒
に
は
ね
さ
せ
て
み
た
い

○
足
か
ら
め
両

の
手

つ
か

い
の
ぼ
り
棒

尺
虫
の
よ
う
子
ら
登
り
ゆ
く

中
野
支
部
　
田
中
弘
志

¨
※
コ
ロ
ナ
禍
、
事
務
所
閉
鎖
、
と
応

¨

¨
募
に
応
え
ら
れ
ず
休
載
し
て
お
り
ま

¨

一
し
た
。
し
か
し
会
員
の
作
品

へ
の
要

¨

¨
望
も
強
く
、
今
回

「
依
頼
原
稿
」
で

¨

一
試
み
ま
し
た
。
絵
や
写
真
も
考
え
て

¨

¨
お
り
ま
す
。
御
理
解
・ご
協
力
の
程
を
。
¨

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
子
）

一

-8-

応
募

コ
ー
ナ
ー

タト

句

短

歌


